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社会人 として必要 とされる言語能力の基礎 を確実に育てる指導の在 り方
～ 情 報 活 用 を 通 し て ～

1主 題設定の理由

1高 校生 の言語生活

国際化 、情 報化等 の進 展に伴 い、社会の状況が大 き く変化す る中で、我が 国の言語環境 も

著 しく変化 し、言語生活 や言語活動 もます ます多様になっている。 しか し、 どのよ うに社 会

が変化 して も、私 たちが 人間関係 を構築 し、 自己の形成 と充実 を図るため には、言語 に よる

表現力や理解力 を しっか り身に付けてお くことが不可欠であ る。

一方、生徒の実態 を見 る と、会 話に関 しては、親 しい関係の相手 と会話 す るときには場 面

や相手の立場 を考 えることがで きるが、公式 の場で多人数 を前 に した ときには、それが難 し

くなる ようであ る。文章 に関 しては、意見や事実の説明 を書 く経験 が少 な く、論理性 に気 を

配 って書 く経験 に乏 しい、 とい う様子が うかがわれ る。すなわち、以心伝心 に頼 った伝 え合

いを しが ちなために、相手の立場や 目的 ・場面 に応 じて表現 を工夫 し使い分 けた り、あ るい

は論理的 に表現 した りする といった、社会人 と して必要 とされる言語能力が十分 とは言 え な

いのが実態 である。

さらに、最近 の若者 は高校 を卒業 して実社会 に出て も、自分 な りの考 えを もってそれ を適

切 に表現す る ことがで きない、あ るい は、人の話 を聞いた り書物か ら得た情報 を有効 に活 用

で きず 、自分 の考 えを深 めてい くことが苦手 であるな どとい われている。

その一因は従来の国語教育が、文学 的な文章 の詳細 な読解 に偏 りがちで、社会 人 と して必

要 な言 語能力 を十分 に育成 して こなかったこ とに もあ ると考 えられる。

2研 究 のね らい

この ような状 況 をふ まえ、国語科 の授業改善の方途 を探 るべ く、私 たちは 「社会 人 として必

要 とされる言語 能力の基礎 を確実 に育 てる指導の在 り方」 とい う主題 を設定 した。

「社会 人」 とは高等学校 や大学 な どを卒業 して実社会 に出た人の こ とで ある。人 々は実社

会 にお いて社会 人 として、職業や ボラ ンテ ィア など様 々な役割 を担 う こ とに なる 。 「社 会 人

として必要 とされる言語 能力」 とはそ う した社会生活 の中で必要 とされ る能力であ る。 その

具体的 能力 と して、以下 の四つ を考 えた。

ア、筋道や根拠 をはっ きりさせ、適切 な論理展 開をす る能力

イ、相手の立場や 目的 ・場 面 に応 じて表現方法 を工夫す る能力

ウ、 自らの課題意識 をもって主体的に表現す る能力

工、問題 を解決 し、それを 自分の思考や表現 に活用 する能力

次 に、副題 の 「情報 活用 を通 して」 につい て述べる。私たちは情報が次 の ような過程 を通

して活用 されている と考えた。
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

情報活用 の動機 を明 らか にする

入手手段 を考 えた り調べた りして、情報 を入手す る

必要 な情報 を選択 ・整理す る

様 々な情報 を比較 ・検討 ・分析 ・批判 する

情報 を加工 し、 自分 な りに再構築する

発信手段 を考 え、情報 を発信す る

目的 の達成 を確認す る

教師の話 を聞 くことが中心 だった学習活動 を見直 し、研究主題 を達成するには、課題 の設

定 ・情報の収集 ・話合 い ・発表 ・評価 とい う学習活動 を取 り入れ ることが効 果的である。情

報 を活用す る過 程 を通 して学習す る場合 、生徒 の動 きはその一連の学習活動 と同 じになる。

学習指導要領 における言語活動例 も同様 に情報が活 用 される過程 にあては まる。そ こで 「情

報 の活用 を通 して」 を副題 として設定 した。

II主 題解明の方法

1研 究 の方法

本研 究では 「話 す こと ・聞 くこと」「書 くこと」「読むこ と」の三領域 におけ る社会人 と し

て必要 な言語 能力 を、新学 習指導要領の必履修科 目 「国語総合」の内容 を念頭 に下記の よ う

に分類 し、年 間 を通 して育成する ことを 目標 と した。

筋道や根拠をはっきりさせ、

適切な論理展開をする能力

相手の立場や目的 ・場面に

応 じて表現方法を工夫する

能力

自らの課題意識を持って

主体的に表現する能力

問題を解決 しそれを自分の

思考や表現に活用する能力

話
す
聞 こ
く と
こ

と

筋道を立てて意見を述べるこ

と(ア)

目的や場に応 じて、効果的

に話したり、的確に聞き取っ

たりすること(イ)

相手の立場や考えを尊重し

て話 し合うこと(ウ)

様々な問題について自分

の考えをもって意見を述

べること(ア)

課題を解決した り考えを深

めた りするために話 し合う

こと(ウ)

書
く
こ
と

論理的な構成を工夫 して、文

章にまとめること(イ)

相手や目的に応 じて題材を

選び、効果的な表現を考え

て書 くこと(ア)

自分の考えを文章にまと

めること(イ)

優れた表現に接 してその条

件を考え、自分の表現に役

立てること(ウ)

読
む
こ
と

文章の内容を叙述に即して的

確に読み取った り、必要に応

じて 要約 し禿 りす る こ と

(ア)

文章を読んで、構成を確かめ

ること(イ)

文章に描かれた人物、情景、

心情などを表現に即して読

み味わうこと(ウ)

文章を読んで表現の特色を

とらえた りすること(イ)

様々な文章を読んで、もの

の見方、感じ方、考え方を

広げたり深めた りすること

(エ)

さらに次 の表の とお り、先述 の情報の活用過程 に沿 って、学習指導要領 における言語 活動

例 を位 置付 けて、指導計画を工夫 した。
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情報の活用 ①情報活 ②入手手段を考 ③必要な情 ④様々な情報 ⑤情報を加工 ⑥発信手段 を考え、 ⑦目的の達成
の達成 用の動機 えたり調べたり 報を選択 ・ を比較 ・検討 し、 自分 な り 情報を発信する を確認する

を明らか して、情報を入 整理する ・分析 ・批 判 に再構築する

にする 手する する

学習活動 課題設定 情報の収集 話合い 発表 評価

ア 自分の考 明 確 に して 、 ス ピー チ 、 発 表 、 討

国 えを 論などを行 うこと

イ 観察したことや 記 録 し た まとめて 報告 したりすること
語

調査 したことを り 、

表
ウ 相手や目的に応じて、案内、紹介、

連絡などのための話をしたり文章を

現 書いた りすること

工 身近にある様々 その効果など 生徒の表現活動につ 自己評価や相

1 な表現を集めて について考え いて 互評価を行っ

学 た り、 たりすること

習 ア 話題を 選 ん で 、 スピーチや説明など

指 A

話
を行 うこと

導

要

す
こ
イ 情報を収集し 活 用 して 、 報告や発表などを行

と う こ と
領 聞
に く ウ 課題につ 調べたり 考えたりした ことを基にし 討論などを行うこと

お
こ

と
いて て、話合いや

け 国
る ア 材料を 選んで 考 え を まと 書 く順序を工 説明や意見などを書
言 め 、 夫 して くこ と

語 雪五

活
ロロ B

書
イ 相手や 目的に応じて適切な語句を用

動 く い、手紙や通知などを書 くこと

こ

例 総 と
ウ 本を 読んで その紹介を書いた り

課題につ 収集した情報を 整理して 記録や報告などを書

いて いたりすること

合 ア 文章に表れたも 読み取 り、 それらについ

のの見方や考え て話し合うこ

£ 方などを と
aT

U' イ 様々な古典や現 読み比べるこ 考えを広げる
こ

と 代の文章を と た め 、

ウ 課題に 応じて必要な情 読 み 取 り、 まとめて 発表すること

報を

2研 究の内容

本研究で は、新 しい学 習指導要領の必履修科 目 「国語総合」 を念頭 に置 き、三つの領域 の

年間の学習計画 を立 て、各領域の単元案 を作 成 し、授業実践 を行 った。

「話す こ と ・聞 くこ と」 の領域で は、「目的や場 に応 じて、 自分の考 え を論理 的 に話 し、

相手の話 を的確 に聞 き取 る学習」 とい う単元 を設定 した。 自分 たちの学校 の 中の身近 な問題

点 を考 えて い くこ とをね らい と してい る。 グループご とにそれぞれの課題 を設定 し、各 自が

学校内外で の聞 き取 りによって情報 を収集 し、 ワークシー トによって話 し言葉特有の論理 構

成 を工夫 し、口頭 による発表 と評価 を行った。この学習活動 によって、相手や場面 ・目的 に

応 じて論理的 に会話す る能力 を身 に付 けるこ とを 目標 とした。

「書 くこ と」 の領域で は、「ワークシー トを使 って、論理 的な文章 の書 き方 を学 ぶ」 とい

う単元 を設定 し、 日本文化 を紹介する ことを課題 とした。 グル ープごとにそれぞれの課題 を
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考 え、図書館 を活用 して情報 を収 集 し、ワークシー トを用 いて書 く順序 を工夫 して文章化 し

た。 さらにその文章 を社会 人に読 んで もらい、評価 を して もらった。 この学習活動では特に、

ワー クシー トに よって文章の構造 化を行い論理的 な文章を書 くこ と、相手 に応 じた分か りや

す い文章 を書 くことに目標 を置いている。

「読 む こと」 の領域 で は、「古典や様々な現代 の文章 を読み比べ る」 とい う単 元 を設定 し

た。古 典の作 品 を手がか りに様 々な文章 を読み、事例 を検討 して自分の考 えを広げ、そ れ を

発 表す る とい う学 習活動 を行 った。 これによって、古典 の作 品か ら論理性 を読み取 り、それ

を応用 させて様 々な文章の論拠 を とらえ、論理的 に読む力 を身に付け ることを目標 に した。

皿 研究構想図

① 社 会 の 情 報 化 ・国 際 化 ②生徒の言語生活 ・言語能力 ③ 新学習指導要領改訂の趣 旨

社 会人 と して必要 と され る言 語能 力の基礎 を確実 に育 て る指導 の在 り方
～ 情 報 の 活 用 を 通 し て ～

ア、筋道や根拠 をはっきりさせ、適切な論理展開をする能力

イ、相手の立場や目的 ・場面に応 じて表現方法を工夫する能力

ウ、自らの課題意識 をもって主体的に表現する能力

工、問題を解決 し、それを自分の思考や表現に活用する能力

W

領域 話す こと聞 くこと 書 くこ と 読むこと

今回重視

する能力

ア 論理性

イ 相手や場面

ア 論理性

イ 相手や場面

ア 論理性

テ ー マ 自分たちの学校に

ついて考える

日本文化を紹介

する

文章を論理的に

読む

情

報

の

活

用

過

程

①動機付け 学

習

活

動

課題研究 課題設定 課題設定 ガイダンス

②入 手 情報収集 聞き取 り調査 図書館の利用 本文読解 ・収集

③選択 ・整理

話合い

ワークシー ト

話 し言葉の論理

構成 台本

ワークシー ト

書 く順序の工夫

文章化

事例検討④比較検討分析批判

⑤再 構 築

⑥発 信 発 表 発表 社会人に発信 発表

⑦ ブ イー ドバ ッ ク 評 価 相互評価 社会人の評価 意見交換

↓

1授 業 の活性 化 、 言 語 に よ る獺 力 ・理 解 力 の定 着
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IV社 会人として必要とされる言語能力の基礎を育てるための年間指導計画

1作 成 上の留意点

(1)こ の年間指導計画 は、情報の活用 を視点 として、社会人 と して必要 とされる言語 能力 の

基礎 を確実 に育成す るため に設定 した ものである。

(2>こ の年間指導計画 は、新学習指導要領 「国語総合」(4単 位)を 想定 して作成 した。

(3>新 学習指導要領 「3内 容 の取 り扱 い」 に示 されている言語活動例 を各単元に位置付けた。

2「 国語総合」話 す こと ・聞 くこと年 間指導計画(15単 位 時間配当)※ 下線部は情報活用の視点

学期 単 元 時数 目 標 指 導 事 項 学 習 活 動

i

話合 い 5 ・筋道や根拠 をはっ

き り させ て 、 適

切 な論 理 展 開 で

話 す 。

・相 手 の 立 場 や 考

え を尊 重 して 、

互 い を高 め 合 う

よ うな話 合 い を

す る。

◇ グルー プとしての 意見 ◇ テ ー マ につ い て 必 要 な

を、 根拠 とな る情 報 に 情 報 を集 め 、 グ ル ー プ

基づ き、適切 な論理 展 ご と に話 し合 い 、 意 見

開 で述 べ させ る。 を ま とめ 発 表 し合 う。

◇相手 の意見 を自分 た ち

の考え と比較 させ る。

◇ 各 グループの意見 を基

に話 し合 わせ 、よ り良

い結 論 を導 く。

◇ 共感す る点や疑問 点 を

まとめ る。

◇ 意見 を比較、検討 しな

が ら話 し合い、一 つの

結論 にま とめ る。

2

発表 と聞

き取 り

捲導 の輿

6 ・構 成 や 表 現 を 工

夫 して 、 自分 の

考 え を論 理 的 に

話 す 。

・目的や 場 に応 じ

て、 相 手 の 話 を

主 体 的 に聞 き取

る 。

◇情報 を的確 に理解 し、 ◇ 課題意識 を持 って情 報

発 表のための再構 築 を を収 集 、 整 理 す る。

させ る。

◇ 話す際の構成や表 現 の

工 夫 を考え、筋道 を立

てて発表 させ る。

◇相手 の話 を主体的 に聞

き取 りまとめさせ る。

◇発 表や聞 き取 りの 要点

をまとめ させ る。

◇構 成や表現 を工夫 して

発表 を行 う。

◇ メモ を活用 して発 表 を

聞 き取 り、論 点 を整 理

して 自分の考 えをま と

め る。

◇ 発表や聞 き取 りの 自己

評価 を行 う。

3

ス ピ ー チ 4 ・課 題 意 識 を も っ

て情 報 を収集 し、

自分 の考 え を 進

んで 話 す 。

・目的や 場 に応 じ

て 、表 現 を工 夫

して話 す 。

◇課題意識 を持 って情報 ◇話題 について情報 を収

を収 集 し、 自分の 考 え 集 し、 自分 の 考 え を ま

を ま とめ させ る。

◇ 表現 を工 夫 して 、 積 極

的 に話 させ る 。

◇ 相手 の話 を聞 き取 らせ 、

相 互 評価 させ る 。

と め る 。一

◇ 表現 を工夫 してス ピー

チ を行 う。

◇ 相互評価 と自己評価 を

行い課題 をま とめ る。

一6一



3「 国語総合」書 くこ と年 間指導計画(30単 位 時間配当)

※下線部は情報活用の視点

学期 単 元 時数 目 標 指 導 事 項 学 習 活 動

1

自己PR

文 を書 く

2 ・進 ん で 文 章 を書

く。

◇ 自分の特徴 をつか んで

文章 に書 かせ る。

◇ 自己PR文 を書 き、 グ

ル ー プ ご とに壁 新 聞 の

体 裁 に ま とめ る 。

短文 を作

る

3 ・正確 な文章表現

力を身に付ける。

◇漢和辞典の活用の仕方一

を 身 に付 け させ る 。

◇二字熟語 を用 いて短文

を作成す る。

新 聞記事

をま とめ

る

3 ・論拠や筋道のはっ

き り した 文 章 を

書 く。

◇5WIHに 気 を付 けて

文章 を書 くように意識

させ る。

◇ 用 意 した 新 聞 記 事 を

5WIHに 気 を付 け て

要約 し、相互評価す る。

2

論理的な

文章を書

く

指導の案

際窪参照

6 ・情 報 を活用 して、

論 理 的 な文 章 を

書 く。

◇論拠や筋道の はっ き り

した文章 を書かせる。

◇論理展開の型 を身 に付

けさせ る。

◇ グループ ごとに 日本文

化 につ いて図書館 等 で

調 べ る 。

◇ ワ ー ク シ ー トを用 い て

論 理 的 文 章 を作 る 。

パ ソ コン

を使 って

本の紹介

文 を書 く

4 ・パ ソ コ ン を用 い

て 、 選 ん だ 題 材

にっ い て 自分 の

考 え を書 く。

◇題材 を選 んで 自分 の考

えを論理的に書かせ る。

◇新刊紹介文 を読 み、 図

書 を推薦す るための文

章 を作 り、教室 に掲 示

す る。

レポ ー ト

を書 く

4 ・記 録 や報 告 の 文

章 を書 く。

1◇調査 した ことを分析 さ
◇ テ ーマ につ い て正 確 に

せ る。

◇客観的で簡 潔な表現 を

心掛 け させ る。

調 査 す る。

◇ レポ ー ト形 式 の 報 告 書

に ま とめ る。

3

課題 を探

究 しそ の

報告 を書

く

,

8 ・課 題 を探 求 し、

報 告 文 を書 く。

◇ 問題解 決のために情 報 ◇ グルー プごとに、地 域

振興 策 を考え、図書 館

や地域 などで調べ学 習

を収 集 させ る。

◇ 妥当な論理展開 に留 意

させ る。

◇ 相手に分 か りやす い書

き方を工夫 させ る。

をす る 。

◇ 振 興 策 を ま とめ て 、 分

担 して レポ ー トを作 り、

発 表 す る。
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4.「 国語総 合」読 む こと年間指導計画(95単 位時間配当)※ 下線部 は 「情報活用」 の視点

学期 単 元 時数 目 標 指 導 事 項 学 習 活 動

i

随想

小説

6

8

・表現の特色 をとらえる。

・人物 ・情 景 ・心情 を読み

とる。

◇辞書を活用 し、慣用句

や特色のある表現 を使え

るようにする。

◇文 中の特徴 的 な語

句で短文を作る。

◇辞書 を用 いて意 味

調べをする。

評論
一人文科学

自然科学

6

6

・構成 をとらえる。

・内容 を読み取 り要約す る

・情報 を活用 して公正 適切

に判断する能力を高め る。

◇読んだ内容に対する意

見の構築のため、参考文

献に当たらせる。

◇構成を図式化する

◇内容を要約する。

◇学校 図書館 を利用

◇ ブックデ ィベー トをさ

せる。

し、 自分 の 意 見 の参

考になる文献 を探す。

漢文
一故事成語

中国思想

8 ・訓読の きま りをお さえる。

・表現 の特色 を とらえる。

・言 語文化 に対す る関心 や

理解 を深 める。

◇書 き下 し文から、日本

語に与えた影響を指摘さ

せる。

◇ 日本文化 としての漢文

を意識させる。

◇現代の 日本 の思 想

への影響 を話 し合い、

事例を調べる。

2

詩歌 6 ・文章に現れたものの見方

や考え方を読み とる。

◇朗読をさせる。 ◇ 気 に入 った詩歌 を

調べて、紹介する。

和歌 ・歌論 8 ・文語 の きまりを理解する。 ◇歴史的仮名遣いに慣れ

させる。

◇ うたの享受 され る

場 を現代 と比較する。

中国の詩

一唐詩

古文
一随筆物語

6

10

・言語文化 に対す る関心 や

理解 を深め る。

・文語の きまりを理解する。

◇文語の きまりをおさえ

る。

◇漢文の古典への引用に

ついて理解させる。

◇暗唱をする。

◇対句 な どの表現 を

自作する。

古文
・現代文

捲導の

案際3

6 ・様 々な古 典や現 代の文 章

を読み比べ、考え を広め る

・生活や人生 についての 考

えを深める。

・情 報 を活用 し、公正 ・適

切 に判断す る力 を育てる。

◇古典から学習 した内容 ◇役割 分担 の上 朗 読

する。

◇ 自分 の意見の根拠

を、現代の事例に応用す

墾

◇読み取った内容を考察

し、自分の意見を構築す

る。

となる参考文献 を図

書館から探す。

一

3

古典
一軍記物語

中国史伝

8

8

・心情や情 景 をとらえる。

・ものの見方考え方を と ら

える。

・生活や人生 につ いての考

えを深める。

◇現代との視点や意識の

違いを登場人物の言動か

らとらえさせる。

◇古典に現れた美意識を

とらえさせる。

◇ 同 じ場面 での現代

人の言動 を調査 ・比

較する。

◇ 内容 や人物 に対 す

る共感 ・反感 を考 え

発表する。

小説
一翻訳小説

9 ・情 報 を活用 し、適切 に判

断す る力 を身に付 ける。

◇原典と訳文(抄 訳)の

主眼や表現の違いをとら

えさせる。

◇ 自分 の言葉 で訳 文

を再構築 し、抄訳 を

作る。
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V指 導 の 実 際

1発 表 を通 して、社会人 と して必要 とされる

話 す力 、聞 く力の基礎 を確実 に育 てる指導の工夫

1.単 元名 目的や場に応 じて、 自分の考えを論理的に話 し、相手の話 を主体的に聞 き取る学習

2.教 材 様 々な言語情報(話 合い、発表、聞 き取 り)

3.単 元の 目標

(1)目 的 に応 じて、情報 を理解 し、整理す ることがで きる。

(2)構 成 や表現 を工夫 して 自分の考 えを論 理的に話す こ とがで きる。

(3)目 的や場 に応 じて、相手 の話 を主体的 に聞 き取 るこ とがで きる。

4.単 元設 定の理 由

現 在の高校生 は、情 報化社会 の発達 に伴い、新 しい情報機器 を積極的 に取 り入れ、仲 間同

士 で多様 な コ ミュニケ ーシ ョンを図っている。 しか し、我 々が行 った 「話す こと ・聞 くこと」

についての意識調査で は、 自分の考 えや気持 ちを相手に分 かってほ しい とい う欲求 は強 い反

面、論理的 に話す ことは苦手であ り、そのための工夫 もあ まりしていない 。また、論理 的文

章の聞 き取 り調査で は、話の論理構 成 を理解す る力が不十分 であ り、聞 き取 った内容 を再構

成 し、 自分の意見 をま とめることが十分ではない等の実態が明 らかになった。

平成11年3月 に告示 された高等 学校学習指導要領で は、「互 い の立場 や考 え を尊 重 して言

葉で伝 え合 うカ を育成す るこ と」 と、「社会人 と して必要 とされ る言語 能力 の基礎 を確 実 に

育成す るこ と」 を重視 して 目標の改善が図 られ、具体的 な内容 と して音声 言語指導 の充実 が

示 され てい る。我 々は、上記の ような高校生 の言語生活の実態 を踏 まえ、社会 人 と して必 要

とされる音声言語 能力 の基礎 とは、「考え方や立場の異 なる人の 意見 や多様 な情 報 を的確 に

聞 き取 り、それ らを主体 的に判断 した り、 目的や場 に応 じて筋道や根拠 をは っき りさせ 自分

の考 えを論理 的 に話 した りする力」 と考 えた。

今 回、「自分 たちの学校 を考 える」 とい うテーマで発表する とい う学習活動 を選 んだのは 、

学校 が生徒 た ちにとって最 も身近 な生活 の場であ り課題意識 を持 ちやす く、情報の活用 とい

う視 点か ら比較検討す る対象があ り、多様 な情報の聞 き取 りが可能 だ と考 えたか らであ る。

話 し手か ら聞 き手へ一方的 に行われが ちな発表の授業 に、主体 的に聞 き取 る学習 と相互 評価

や 自己評価等の評価活動 を積極的に導 入 した。 また、表現 や構 成の工夫 を再検討 して発 表 を

修正す る機会 を設 けることで、授業 の活性化 と指導事項の徹底 が図 られるこ とを期待 した。

以上の ような視点か ら、情報 を整理 ・活用 しなが ら、社会 人 として必要 とされる言語 能力

の基礎一 構成や表現 を工夫 して 自分の考え を論理的 に話す力 ・相手の話 を主 体的に聞 き取 る

カー の育成 を図 ってい きたい と考 え、本単元 を設定 した。

5.学 習活動の概要(6時 間)

(1)第1次 ・導 入 ・準備(3時 間)

① 発表や 聞 き取 りの際 に必要 な工夫や留意点 につ いて理解す るとともに、発表や聞 き取

りの能力 につ いての現時点での 自己評価 を行 う。

② 発表す る題材 「自分 たちの学校 について考える」 の概略 を理解す る。
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③5人 一 組 の グ ル ー プ に分 か れ、 テ ーマ と各 自の 役割 を決 め る 。(ワ ー クシ ー ト1)

具 体 的 な テ ー マ例 … 学 習 、 クラ ブ活 動 、学 校 行 事 、校 則 、 進路 、施 設 ・設備 等

各 グ ル ー プ は分 担 を決 め て 、 次 回 まで に比 較 検 討 で きる よ う な情 報 につ い て他 校 の 生

徒 な どか ら聞 き取 りを行 い 、 そ の 内容 を ま とめ て くる。(ワ ー ク シ ー ト2)

④ 収 集 した情 報 を分 析 ・吟 味 し自分 た ち の考 え を論 理 的 に ま とめ る。(ワ ー ク シ ー ト3)

⑤ ④ で作 成 した内 容 に基 づ い て 、発 表 を行 うに際 して の 適 切 な表現 や 、 話 し方 、構 成 の

工 夫 に つ い て 、 教 師 が 示 した資 料 を参 照 しなが ら検 討 し、 ま とめ る。(ワ ー ク シ ー ト4)

(2)第2次 ・展 開(2時 間)

① 『本 時 の 指 導 』 参 照

② 第5時 は 、 第4時 と同様 に発 表 と聞 き取 りの 学 習 を行 う。

各 グ ル ー プ は事 前 に 、 第4時 の 相 互 評 価 や 自己 評価 を参 考 に して 、 よ り適切 な 表 現 や

話 し方 、構 成 の工 夫 に つ い て再 検 討 し、内 容 を修 正 して お く。

発 表 者 と聞 き手 の グ ル ー プ は 、第4時 と異 な る組 み合 わせ と し、 聞 き手 は 、発 表 評 価

用 紙 と聞 き取 り用 紙 を作 成 す る。

(3)第3次 ・ま とめ(1時 間)

発 表 や 聞 き取 りにつ い て 自己 評 価 用 紙 に記 入 し、 自己 の課 題 を ま とめ る 。

6.指 導 の 工 夫

(1)高 校 生 に とっ て主 張 や 意 見 の 出 や す い 身 近 な題 材 を設 定 し、各 グ ル ー プ に 関心 の あ る具

体 的 な テ ーマ を決 定 させ る こ とで 、 生徒 の 主体 的 な学 習 活 動 を促 した。

(2>5人 一組 の グル ー プ学 習 と個 別 学 習 と を組 み合 わせ 、限 ら れ た時 間 の 中で 学 習 者 一 人 ひ

と りに 話 す こ と、 聞 くこ との学 習 活動 を保 証 した 。

(3)各 グ ル ー プ に2回 ず つ の 発 表 を させ る こ とで 、1回 目の 相 互 評価 や 自己 評 価 を参 考 に し

て表 現 や構 成 の工 夫 を再検 討 し、 発 表 を修 正 す る機 会 を与 え た。

(4>発 表 の際 の構 成 台 本 を作 成 させ る こ とに よ り、話 し言 葉 特 有 の論 理的構 成 を工 夫 させ た 。

(5)相 互 評 価 と 自己評 価 等 の評 価 活 動 を積 極 的 に導 入 す る こ と に よ って 、 発 表 と聞 き取 りの

際 の工 夫 や留 意 点 に つ い て の理 解 を 図 っ た 。

7.本 時 の 指 導(第4時)

(1)本 時 の ね らい ,_,一 ビ … ・zvaAYa+_R'1

①
適騰 繋隷 禦 聾 噸{'謬 滋
② 相 手 の 話 を主 体 的 に聞 き取 り、 そ{瀬il峯 榊膜覇

へ}毒 μ ・iY・

れ に対す る 自分の考 えをま とめ る こ

とがで きる。

③ 効果的 な話 し方や表現、構 成 の工 ＼
、

夫 に つ い て 、 理 解 を深 め る。

ー

』蟹

轟
響
騨

艇.,讃 雫蝉

桝調 貸"

鞭亀 ・1瀞

㍉幽ダ
"
・ 寡 ひ ㍉「;

擁鵡幽
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(2)本 時 の 学 習 の 流 れ

学 習 の 流 れ

1

2

3

4

5

6

1
◇ 発表者(5人)!◆ 聞き手(5人)

グループご とに向 かい合 って席 に着 く。

聞 き手 の前 に 出て 、

発表 を行 う。

(10分 程度)

メモ を取 りなが ら、

話 を聞 き取 る。

質疑応答を行 う。

(3分 程度)

発 表 を振 り返 り、 自

己評価 を行 う。

評価用紙を基 に反省

点を話 し合 う。

発表評価用紙 を記入

し、発表者に渡す。

(2分)

聞き取 り用紙 を記入

する。(8分)

発表者 と聞 き手が交替 して、2か ら5ま で

の学習活動 を行 う。

教 師の指導 ・助言(◎ 留意点、◇◆ 評価)

◎ ワークシー ト3、4と 聞 き取 り用紙、発表評

価用紙 を各 自に用意 させ る。

◇ ワークシー トを活用 して発表 しているか。

◇ 構成や表現を工夫 しているか。

◆ 相手の話を集中して聞いているか。

◆ メモが的確に取れているか。

◆ 疑問点や確認すべき点について積極的に質問

しているか。

◇ 質問について的確に答えているか。

◎ 全体の状況を見ながら、時間配分を考慮 し、

号令をかける。

◎ 反省点 をまとめ させる。

◆ 相手の話 を的確 に理解 し、 自分 の考え をまと

めることがで きているか。

◎ 聞 き取 り用紙 は、教 師に提 出 させ 、評価 を

行 う。

(3)

0

②

0

8.生 徒 の学 習状況

(1}テ ーマ設定

「自分た ちの学校 を考える」 とい う身近

なテーマを設 定 したためか、グループの個

別 テーマは順調 に決 まっていった。情報 収

集で はほ とん どの生徒 が主体的 に調査 を行

い、 自分 たちの主張 に有効 な情報 を選択 で

きた。

評価 の観点

話 し手 は、構 成や表現 を工 夫 して 自分 の考 えを論理的に話す ことがで きたか。

聞 き手 は、相手の話 を主体 的に聞 き取 り、自分の考 えをまとめるこ とがで きたか。

発 表 と聞 き取 りの工夫や留意 点につ いて、理解 を深め られたか。

'煮
5
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駆
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(2)情 報整理

個人の集め た情報 を整理統合 す るのが 目的 であったが、情報 を整理す る とい うことに慣

れてい ない生徒が多い なかで、各個 人が集め た もの を討論 し、情報 の取捨選択 、再構 築 を

行 っていた班 もあ った。

(3)構 成台本作 成

ほ とん どの班 が ヒン トのプ リン トを参考 に、 自分 たちの主張 をどうすれば よ り効果 的 に

相手 に伝 え られるか積極 的に討論 し工夫 していた。

(4)発 表聞 き取 りの学習

同一 テーマを2回 発表す ることで全員 が発表で きたため、一人ひ と りが主体的 に取 り組 ,

むことがで きた。発表で は、台本 を見 なが らの発表 もあ ったが、全 体 と しては予 想以上 に

意欲的 に生徒 は取 り組 んでいた。聞 き取 りでは、ほとん どの生徒 が真 剣に話 を聞 き、熱心

に メモ を取 ってい た。相手の話 を全部書 き写そ うと した り、後か ら見 て意味が分 か らず、

メモの意味がな くなって しまう生徒 もい た。最後に発 表につ いての相互評価 を行 った。

(5)質 疑応 答

活発 に行 われていたが、単発 に終わ ることもあ り、現時点で は質疑応答 によって議論 を

深め てい くこ とは難 しいようであ った。

(6)自 己評価

自己評価用紙 に、様 々な項 目について評価 を行い、話す ことや聞 くことについて大切 だ

と思 うことや、 自分の これか らの課題 について記入 した。

9.考 察

(1}成 果

① 発表 について

ア 話 し言葉 の特 質 を踏 まえて、論理的 な構 成 を工 夫 しようとす る姿勢が見 られた。

導入段 階で全体 の概要 に触 れた り、 自分たちの主張をはっきり示 した上で本論 に入っ

た り、主張 の根拠 となる事柄の数 をあ らか じめ明示 した上で具体的な内容 に触れていっ

た りす るな ど、聞 き手が理解 しやすい構 成を工 夫 して、筋道 を立て て話そ う とす る態

度が見 られた。

イ 聞 き手 を意識 した効果的 な表現 の工夫が見 られた。

聞 き手の一人 に質問 を投げかける ことか ら発表 を始めた り、発表の途中で相手 の反

応 を見 なが ら言葉 を言い換 えた り、有効 な言い 回 しを何 度 も繰 り返す など、主張 を よ

り強 く印象づけ るための表現 の工 夫が見 られた。

→ ア、 イについては、 ワー クシー ト3、4や ワークシー ト4作 成時の参 照資料が効 果

的であった と考 えられる。

ウ 発表 後の相互評価 が有効 であった。

発表 後に渡 された相互評価 に基づ き、自分た ちの課題 につ いての話合 いが各 グルー

プで活 発に行 われ、2回 目の発表 に向 けて意欲的に修正 を行 ったグループが多数出た。

実際、2回 目の発表 の相互評価 は、1回 目の発表 と比べ て大 きく向上 していた。
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② 聞 き取 りについて

ア 相手の話 を集 中 して聞 く態度が見 られた。

聞 き手 に とって もテーマが身近な ものであったため、 うなずいた り、熱心 にメモ を

取 った り、発表 を真剣 に聞 く生徒 が多 く、発表後 の質疑応答 も活発 に行 っていた。

イ 聞 き取 りの工夫 や留意点 について、学習全体 を通 して大 きな意識づけが図 られ た。

学習後 の聞 き取 りについての 自己評価 に向上 が見 られた。 これは、2回 の発表 のみ

な らず情 報収 集の段 階か ら聞 き取 りの工夫や留 意点 を提示 して指導 し、指導事項 の徹

底 が図 られたため と考え られる。

ウ 相手の話 を主体的 に聞 き取 り、 自分 の考 えをまとめ ようとす る姿勢が見 られた。

メモ を取 りなが ら論点 をまとめた り、疑問点や確認すべ き点につ いて積極 的に質 問

した りす るこ とで 、発表内容 に対す る 自分 の考 えをまとめ ようと努 めていた。

今 回の授業で は、題材が生徒 に とって身近で親 しみ のある ものであ り、情報収 集の方法 も

聞 き取 りを中心 とした ものであ ったため、発表者 も聞 き手 も意欲 をもって主体的 に学習 に取

り組 んで いた。2回 の発表 ・聞 き取 りや、学習前 と学習後 に行 った 自己評価 を比較 して、 構

成や表現 を工夫 して 自分の考 えを論理的 に話す ことや、相手 の話 を主体的 に聞 き取 るこ とに

つい て、能力 や意識 の向上 が図 られたこ とは、本研 究の大 きな成果で ある。

(2)今 後 の課題

① 情報 の活用

収 集 した情 報 を十分 に活用 している とは言い難 く、 自分たちの主張 を裏付 ける具体 的

な根拠 や客観 的 な事実の提 示が不十分 な面が見 られた。 目的 に応 じて、 どこで どん な情

報 をどの くらい収集すれば よいか、 さらにそれを選択 ・整理 し、主張の 中にどう位 置付

けてい くか とい う、情報の活用 についての具体 的な指導 を繰 り返 してい く必要が ある。

② メモの指導

聞 き取 りの際 にはメモが重要 な役割 を果たすのだが 、必ず しもうま く活用 されてい な

か った。効果 的に メモを取 るこ とは、その まま論理 的に聞 く学習 につ なが る。今 後は、

話 を聞 きなが ら的確 にメモを取 るこ とを 「聞 くこと」 の学習 の一つ として位 置付 け、具

体 的に指導 を してい くべ きで あろ う。

③ 質問の仕方

本題 か らそれた枝葉末節 の事柄 に関す る質問 もあった。相手 の主張 やその根拠 につ い

て確認 ・整理 する ことで 自分 の考えをま とめ、テーマに主体的にかかわ ってい くよう な

質問や、相手 の よさを引 き出 し、互 いに発表 内容 を深め合 うような創造的 な質問 をいか

に させ てい くかが今 後の課題 である。

④ 総 合的な学 習 との関連

情報 を活用 しなが ら、構 成や表現 を工夫 して論理的 に話す ことや、相手の話 を主体 的

に聞 き取 り自分の考 えをまとめ ることは、社会人 として必要 とされ る言語能力の基礎 で

ある。今 後 は、他教科 との協 力や 「総合 的な学習 の時間」 も視野 に入れ 、さ らに学 習 の

深化 を図 る必要が ある。
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2論 理的文章 を書 く学習 を通 して、社会 人 と して必要 とされる

書 く力の基礎 を育て る指導 の工夫

1.単 元名 論理 的文章 の書 き方 を学ぶ。

2.教 材 論理 的文章作成の ための ワーク シー ト

3.単 元の 目標

(1)必 要 な情報 を収集 し、論拠 と して活用す る。

(2)読 み手 に分 か りやすい筋道の通った文章を書 く。

(3)論 理的 な文章展開の型 を身 に付 ける。

(4)第 三者か らの評価 を受け止め、文章作成 に役立て る。

4.単 元設定の理 由

文章 を書 くことを苦手 とする理 由に、生徒 は しば しば、「書 きた い こ とが ない」、 「何 を書

いていいか分 か らない」 とい うことを挙 げる。文章作 成 に意欲 的に取 り組 むには、人に伝 え

たい と思 うような自分の考えを もつ こ とが必要であ り、それには、情報の収集 と蓄積が 有効

であろ う。一 方、読み手 の立場 か らす ると、内容 に魅 力のない文章 は、なか なか読 みづ らい

ものである。書 き手の伝 えたいこ とが よ く分か らない文章 や、筋道 の通 ってい ない文章 も同

様 である。つ ま り、人に読 んで もらうことを 目的 とした文章 を書 く際 には、読み手 に とって

知 る価値 のある ことを、筋 道の通 った構成で文章化する ことが必要 なのであ る。これは卒業

後 、社会 人 として職場 や地域 で様 々な文章 を書 く際に必要 なこ とで もあ る。

高校生 が文 章 を書 く経験 は、文学的文章や、 自己の体験や心の動 きを中心 に据 えたい わ ゆ

る 「作文」 に偏 りがちである。 また、以心伝心 に頼 りがちで 、筋道 を通 して、過不足 な く、

相手 の理解 に応 じて表現 しようという意識 は高い とはいえない。 しか も多 くの場合 、生徒 の

書 いた文章の読者 は彼 らが親 しく接 してい る範囲に限 られるので 、その ような配慮が な され

ないこ とが多 い。

こ うした背景 を踏 まえて本研究で は、「論理的文章の書 き方を学 ぶ」 とい う単 元 を設定 し

た。「論理 的文章」 とは、筋道が通 り、論 旨が確実 な根拠 に支 え られて 、展 開 され てい る文

章の こ とであ る。新学習指導要領 においては、従来 の教材 に加 えて、記録 や報告、意見文 と

い った、いわ ゆる 「実用的文章」 を扱 うことが示 されている。今回設定 した単元 はそ う した

実用的文章 を書 く力 を育 てるこ とに もつ ながる ものである。

私 たちはこの単元 で、ワークシー トを使 って筋道 の通 った論理 を構 成 し、文献の調査 や聞

き取 りをす るな どの情報収集 によって論拠 を確実 に し、文章化す る際 に矛盾の ない展開が で

きるように工夫 した。 また、 グルー プ学習 を取 り入 れることで、互いの持 つ情報 ・発想 を共

有 し、そ こか ら読み手 にとって知 る価 値のある新 しい情報 を生 み出す とい うこともね らい と

した。

5.学 習活動 の概要(6時 間扱 い)

(1)第1次 ・ガイダンス(1時 間)

① 単元 の学習計画 を確 認する。

・論理 的 な文章 を作 成するための方法 を学ぶ。

・題材 は 「日本の文化」 とする。
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・情 報 や 意 見 を交 換 し合 うた め に グ ル ー プ学 習 を中心 と し、文 章 作 成 は各 個 人 で 行 う。

・家 庭 や 地 域 等 に発 信 す る 。

② グ ル ー プで 一 つ テ ーマ を決 め 、導 入 部 の作 成 を行 う。

(2)第2次 ・情 報 収 集(2時 間)

① グ ル ー プ 内で 話 し合 い 、 テ ーマ を具 体 化す る と とも に主 張 した い こ と を明確 に す る 。

② 学 校 図書 館 で書 くた めの 資 料 集 め をす る 。

③ 地域 の 図書 館 や イ ン ター ネ ッ ト、 イ ン タ ビュ ー な どで 各 グ ルー プ ご と に資料 を収 集 す

る 。

(3)第3次 ・ワー ク シー トに よる学 習(1時 間)

『本 時 の 指 導 』 参 照

(4)第4次 ・文 章 化(1時 間)

第3次 の ワー ク シー トを基 に して 個 人 で文 章 化 す る。

(5)第5次 ・発 信(1時 間)

① 家 庭 や 地 域 等 、学 校 外 の 方 か ら評価 して も ら う。

② 他 人 の 評 価 を基 に 、 自分 た ちの 文 章 につ い て振 り返 り、 自己評 価 を す る 。

6.指 導 の 工 夫

(1)テ ー マ は生 徒 が 選 び やす く、幅 の 広 い 、 「日本 の 文 化」 と した。

身近 な もの か ら専 門 的 な もの まで 幅 広 い題 材 が あ り、生 徒 が 調べ る 際 に情 報 量 が 多 く、

興 味 関心 を喚 起 しや す い テ ーマ と して、 「日本 文 化 」 を選 ん だ 。

(2)論 理 の組 み 立 て 方 を学 ぶ た め に 、論 理 的 文 章作 成 の ため の ワ ー ク シー トを用 い た 。

教 材 の ワー ク シー トは ビジ ネ ス文 書 の 作 成 方 法 を参考 に し、高校生 向 きに工 夫 した。ワ ー

ク シー トの欄 に記 入 した 内容 を 、指 定 され た 順番 通 りに文 章 化 す れ ば 、 自己 の 主 張 を論 理

的 に述 べ る文 章 が で き る よ うに した 。

(3)文 章構 成 は 、序 論 ・本 論 ・結 論 の三 段 構 成 を基 本 と した 。

(4)文 章 化(第4次)以 外 には グル ー プ学 習 を取 り入 れ た 。

グル ー プで情 報 を集 め 、論 理 構 成 を考 え させ る こ とに よ り、論 理 の つ なが りを相 互 に 確

認 し、 グ ルー プ内 で 評 価 し合 え る よ うに した。

(5)発 信 の 対 象 を学校 外 の 社会 人 と した 。

授 業 とか か わ りの ない 社会 人(家 庭 、地 域 等)を 発信 の対 象 に設 定 し、相 手 に応 じて 適

切 な文 章 を書 くこ とを心 掛 け させ た 。 また 、社 会 人 に よる評 価 を も らい 、 自己評 価 と今 後

の 学 習 に役 立 て た。

7.本 時 の 指 導(4/6時)

(1)本 時 の ね らい

① ワ ー ク シ ー トを利 用 し、 主張 を述 べ る ため の 論 理 的 な つ なが りを考 え る ことがで きる。

② グ ル ー プ内 で 討 議 し、 入 手 した情 報 を取 捨 選 択 した り、 再構 築 した りで きる 。

③ 他 の グ ル ー プ の もの と照 ら し合 わせ る こ とで 、 自分 た ち の 文 章作 成 に 役 立 て る こ とが

で きる 。
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(2)本 時 の 学 習 の流 れ

本時 の学習 の確 認

① 個人で集めた情報の内容 をまとめ、 グループで活用す

る。

② 決め られたテーマ について、 ワークシー トに基づ き、

グルー プで論 理の構 成 をす る。

グルー プ学習
・ワー クシー トを作成す る。

(生徒 のワークシー ト作成例)

教師の指導 ・助言

(◎留意点 、◆評価)

◎ この ワークシー トの内容が その ま

ま文章の本論 の展 開になるこ とに注

意 を促す 。

◎ 欄 と欄をつなぐ線は論理のつなが

りであることを意識 させ、上の欄の

内容が下の欄の内容を要約 している

ように考えさせる。

◆ 論理構成に矛盾はないか。

◆ 互いの情報を交換 し、より良いも

のとして情報を再構築 しているか。

ワークシー トの記入に戸惑ってい

る時は、発想の手がかりとなるよう

な助言を与えるよう配慮する。

精 神 的 ・・
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相互評価 ・自己評価

①2班 一組で、互いに報告をする。

② 論理的つなが りの良い点や矛盾点を指摘 し合う。

翻 ㈱ 雌 備麟麟
府用づ収 ず
いわいろナ♂種 類 ・

閉…盆ヵ、レあゐ。

料

乍響

が

◎ 相手からの評価内容を次回の文章

作成に生かせるように意識させる。

(3)評 価 の観点

① 論 理の構 成 を考 え、矛 盾点がないよう、本論 を構 成する ことがで きたか。

② グルー プ内で協 力 して得た情報 を交換 し、情報 を取捨選択 して活用す るこ とがで きた

か。

③ 次回の文章作成 を意識 して、 ワークシー トを適切 に作 成で きたか。
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8.生 徒 の 学 習 状 況

(1)第1次 ・第2次

まず 最 初 に 「日本 の文 化 と言 え る もの を挙 げ てみ よ う」 と グル ー プ で話 し合 わせ た と こ

ろ 、強 い関 心 を示 した 。「自分 た ち の 国の 文 化 と言 え る もの を どれ だけ 知 って い るの か 」、

「これ は 日本独 自の 文 化 と言 え る の だ ろ うか 」 「この 文 化 の ル ー ツは どこ なのだ ろ うか」等 、

普 段 何 気 な く接 して い る もの を見 直 して い こ う とい う態 度 が 随 所 で見 られ た 。

その 中 か ら グル ー プ で一 つ 、 興 味 が あ る もの を選 ぶ こ と に な る と、興 味 関心 の違 い も あ

り、迷 っ て い る グ ル ー プ もあ った 。今 回 は グル ー プの利 点 を生 か して作 業 す るので 、グル ー

プ で協 力 して で きそ うな もの を選 ぶ よ う指示 した 。各 グル ー プ の 主 張 は 、 「着 物 の 良 さ を

認 識 し よ う」 「なべ は親 善 友好 の 手段 で あ る」 「木 造 建 築 は 日本 の風 土 に 適 して い る 」 「お

茶 は 見 直 され るべ きだ」 等 で あ っ た。 こ こで は序 論 の構 成 を考 えた 。序論 を書 くた めに は、

読 者 の 興 味 を引 い た り、話 に具 体 性 を持 た せ た りす る ため に 、新 聞 や ニ ュー ス な どで 知 る

一 般 常 識 が 大 切 で あ る こ と を学 ん だ 。

情 報 収 集 に関 して は 、 図書 館 で 本 を探 す ほか に、 イ ン ター ネ ッ トで 検 索 して い た グ ル ー

プ もあ っ た 。 イ ン ター ネ ッ トで テ ー マ につ い て 調 べ る と、効 率 良 く必 要 な情 報 を集 め る こ

とが で き 、第3次 の 学 習 にス ム ー ズ に進 めて い た。

(2)第3次

各 グ ル ー プの 主 張 を述 べ るた め の論 理 を ワ ー ク シー トを用 い て組 み立 て た 。論 理 に 矛 盾

が ない か 、生 徒 一 人 で 判 断 す る の は 難 しいが 、 グ ル ー プで 読 み 、検 討 し合 うこ とに よって 、

よ く考 え 、論 理 の 妥 当性 につ い て 気付 く生 徒 が 多 か った 。

ワ ー ク シ ー トに関 して は 「ピ ラ ミ ッ ド型 に な っ てい るの で 、論 が見 や す く考 え やす い 」

「例 と例 の つ な が りが 一 目で分 か る」 とい う発 言 が 多 か っ た 。

ま た 、情 報 を た く さん収 集 した グ ルー プは 、 そ れ らの 中か ら必 要 か つ 有 効 な情 報 を選 び

出す の に苦 労 して い た 。読 み 手 の 立 場 に立 ち 、分 か りや す く、共 感 を得 や す い例 を取 り出

した方 が よ い と助 言 す る と、そ の 観 点 か ら選 ぶ こ とが で き、 ワ ー ク シー トの作 成 に意 欲 的

に取 り組 ん で い た 。

(3)第4次 ・第5次

下 準 備 に 時 間 をか け た こ と もあ り、手 際 よ く書 く こ とが で きた。 原 稿 用 紙 に何 を書 い て

よい の か 分 か らな い とい う生 徒 はい なか った 。 「プ リン トに 従 って 記 入 して い く こ と で 、

800字 が す ぐに埋 ま って 良 か った」 とい う生 徒 が い る反 面 、 「具 体 例 に字 数 を取 られ て 結 論

が 弱 い もの に な っ て しまっ た」 と振 り返 りをす る生 徒 もい た 。

学 習 後 の評 価 は 、 家庭 や地 域 の方 な どの 第 三 者 に 読 ん で も らっ た こ とで 、生 徒 は重 く受

け止 め て い た 。 また 、 ど う した ら読 者 に読 み や す い もの に な る か 、 とい う反省 が生 まれ た 。

自己 に対 す る評 価 と して は 「独 りよが りな表現 を避 け る」 「常 に 論 理 の 流 れ を意 識 して 書

く」 等 の振 り返 りが 見 られ た 。
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9.考 察

(1)成 果

・自分 た ちが 言 お う とす る こ とを読 み 手 に理 解 して も ら うた め に 、序 論 の部 分 で触 れ るべ

き常 識 的 な 事 柄 を書 き出 す の が難 しか っ た。 しか し、世 の 中 に対 す る幅 広 い知 識 が必 要 で

あ る と認 識 した 点 は 、 成 果 と言 え る。

・グル ー プ で 学 ぶ こ とに よっ て 、友 人 の意 見 に少 な か らず刺 激 を受 け て い た 。普 段 会 話 し

て い る友 人 の 違 う一 面 を発 見 す る こ とが で きた 。

・ワー ク シ ー トで学 ぶ こ とに よ り、論 理 の 矛 盾 に気 をつ け よ う とい う意 識 が 芽 生 え た 。 ま

た 、 そ の ワ ー ク シー トを 見 直す こ とで 、論 理 の流 れ の お か しい とこ ろ を生 徒 が 自分 自身 で

発 見 して い た 。

・文 章 を書 く上 で基 本 的 な三 段 構 成 を学 ん だ。 これ を基 に して 、頭 括 型 、尾 括 型 等 の 他 の

構 成 へ の チ ャ レ ンジ もで きる 。

・図書 館 で の情 報 収 集 に よ り、材 料 不 足 で 字 数 が埋 め られ な い生 徒 はい なか っ た。 ま た 読

書 へ の 意 欲 も芽生 え た 。

・社 会 人 に見 せ る こ とで 、生 徒 同士 に よ る もの とは違 っ た現 実 的 な評 価 が 実 感 で きた 。

〈生 徒 作 品 例 〉
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(2)今 後の課題

・序論の内容 を考えるために、ニ ュースや新聞な どに よって得 られる一般常識 をあ らか じ

め準備 してお く必要があ る。

・情報 を取捨選択す る力が 、文章化の段 階で も大切 であるこ とを説明す る必要があ る。

・具体例 を まとめて抽象化す る訓練が必要である。

・生徒の興味 、関心 は多 岐にわたってお り、学校 図書館 の一層 の活用が必要 である。
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3.様 々な文章 を読 むこ とを通 して、社会人 と して必要 とされる

読 む力の基礎 を育 てる指導の工夫

1.単 元名

古典 や様 々な現代 の文章 を読 み比べ る。

2.教 材

「末広が り」(『狂言記』 岩波書 店刊 新 日本古典文学大系)

3.単 元の 目標.

(1)文 章か ら適切 に情報 を読み取 り、論理 の展 開をとらえる。

(2)読 み取 った情報 を、適切 に整理 し検討す る。

(3)適 切 に整理 ・検討 したうえで、情報 を活用す る。

4.単 元設定の理由

新学習指導要領 において、教科 「情報」が設置 されるこ とに象徴 され るように、生徒へ の

情報教育 の必要性 は高 まっている。情報教育 とい うと、コ ンピュータや イ ンターネ ッ トな ど

を活用す るための知 識 と技術 の修得 に 目が向 きが ちである。その一方で 、我 々の行 った実 態

調査 に よる と、多 くの生徒 は、情報 その もの を収集 し、活用(整 理 ・検討)す る力が不 十分

で あるこ とが分かった。た とえば、氾濫す る情報の中で、複数 の情報 を収集 し比較 ・検討 を

せず に、少ない情報 のみで 自分 の意思決定や判断 をする傾 向が強い。 また、不確か な情報 に

対 して、根拠 を確 かめ ることをせず鵜呑み に して しまった り、 さらには、それをその まま、

あるいは 自分の意見 を加 えて、あたか も確か な情報 と して流 した りす る傾 向が ある。

これ まで、文章 を論理的 に読み取 る力 を養 う指導は、す ぐれた現代文 を教材 として取 り上

げる ことで なされて きた。 しか し、現代 の情報社会で社会 人 と して生活す る上 では、様 々な

情 報 を適切 に読み取 り、整理 し、検討す る力 、論理 をとらえる力が必要 になる。今 回は、現

代 の情 報社会 とは、一見無縁 とも見 える古典世 界(こ こでは近世)に おける 「情報の扱い方」

を客観的 ・論理的 に読み取 る学習 を通 して、そ の成果 を様々な現代 の文章 の読 みに活用 で き

るように したい と考 えた。

本単元で は、新学習指導要領の 「国語総合」 を視野 に入れ、古 典教材 に加えて、新聞記事、

イ ンターネ ッ トか ら採取 した教材、指導者 の作成 したパ ンフレッ トな どの様 々な現代 の文 章

を読み 、社会 人に必要 な情報 を適切 に読み取 り、整理 し、検討す る力 をさらに確 実な もの と

す るこ とを 目指 した。こ うした学習 を通 して、古典 に描かれてい る世 界が、今 を生 きる我 々

の生活 に も重要 なつ なが りを持つ ことを理解 させ る とともに、様 々 な文種 や 形態 の文 章 を主

体的 かつ論理 的に読 む姿勢 を もたせ ることがね らいである。

これ らの学習活動 は、現代 の生活や人生 についての考 えを深 め、た くま しく生 きる力 を 身

に付 け させる指導 の一 環 と して も位置付 け られる ものである。

5.学 習活動 の概要

第1次 ・導入(2時 間)

① 現 代の社会 ・生活 における情報 との接 し方 について考 える。

② 古 典教材(『 狂言記』 「末広 が り」)に 関 して、狂言の説明 を聞 く。
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③ 教 師の範読後、3グ ル ープで本文を音読す る。

④ 文章 の特徴 をつかみ、語句の意味 を調べ なが ら現代語訳 をす る。

⑤ 論 の進 め方 を読み取 る。

第2次 ・展 開(3時 間)

① 『本 時の指導』(3/6)参 照

② 第1次 ・導入③ で編 成 したグループ ごとに、根拠の明 らかでない事例 に対する予防策 ・

善後策 を考 える。そのための情報収集活動 について、計画 ・検討す る。

③ 学校 図書 館で資料 を収 集する。

④ 調査 した結果 を踏 まえ、 グループご とに発表す る事例 を割 り当て、発表の準備 をする。

第3次 ・ま とめ(1時 間)

① 事例別 に各班 が集 ま り、問題点や予防策 ・善後策 について発表す る。

6.指 導の工夫

(1>身 近 にあ る問題 を取 り扱 う。

社会人 と して必要 とされる情報収集能力 ・分析 能力を養 うために、 日常生活 で身近 な と

ころにある情報 を収集 し、それ を基 に自分の意見 を構築 させ るよ うに した。テーマ として、

「だます」 「だまされ る」 ことをあげ、情報収集 と分析が社会人 と して必要で あるこ とを認

識 させ た。

(2)幅 広 い分野か ら教材 を選ぶ。

情報収 集の重 要性 が、現代 に限った ものではない とい うことを認識 させ るため に、古 典

作 品 も含 め、幅広い分野の文章 を教材 と した。 教材 として、

古典作 品 「狂言記 』「末広が り」

現代文 ・小説 「植 木屋」 「写真班」梅 崎春生著(筑 摩現代 文学 大系 「田宮 虎彦 ・梅 崎

春生集 』)、新聞記事 、パ ンフ レッ ト(指 導者作 成)、 「ワニが ほ しい」(指 導 者

作成)、 「不 要品交換」 の顛末(指 導者作成)

を選 んだ。特 に 「狂言記 』「末広が り」 については、情報収集 や 分析 が社会 生 活 をす る上

で普遍的 に重要 であるこ とを認識 させ るこ と
、がで きるばか りでな く、会話 文であ るとい う

特徴 を生 か して、対話 の中か ら論の展 開を見出せ るように した。

(3)グ ループ単位で の学習活動 を させ る。

古典教材 の音読 に当た り、登場人物の人数であ る3人 を一組 と してグループ編成を した。

音読 を登場 人物 別に役割分担 させ 、論の展開 をつかみやす くした。 また、その後 の事 例研

究での少人数で の討論 や、情報収集活動 ・発表の際 にこのグループ編成 を活用 した。

また 、情報 を分析す るにあた り、「個人でのワークシー ト作成」 ・ 「少 人数 グ ルー プで

の情報収集 と検討」 ・ 「クラス全体での発表」 と形態 を工夫す るこ とに よって収集 した情

報が検討で きる ように した。これによ り、様々な角度か ら、情報 を分析 で きる力 を養 う よ

うに した。
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7.本 時 の指 導(3/6)

(1)本 時のね らい

① 古 典作 品 にあ る、

現代社 会 にも通 じる

普 遍性 を理解す る。

② ① を 様 々 な 文 章

(現 代 文5種 類)に

応用 し、論理の展 開

を読み取 り、書 か れ

た情報 を的確 に判 断

し、批 判す る。

③ 課題 意識 をもって

文章 を読む。
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(2)本 時 の学 習 の流 れ

学 習 の 流 れ

1『 狂言記」「末広が り」を読み、情報量の不足

と、解釈の余地を残 した情報の受容からくる問

題点 を指摘する。

↓

2『 狂言記』 の内容 か ら、人か ら聞いた情報 を基

に して、聞 き手 がその対 象 を特 定 してい く過程

を確認 し、 ワー クシー トに記 入する。

↓
3現 代文5種 類 の事 例 を読み、1。2か ら得 た

内容 を応用 し、 ワー クシー トに問題点 を記入す

る。(グ ループ活 動)

教 師の指導 ・助言(◎ 留意点、◆評価)

◎す りと太郎冠者のや りとりに出て くる 「末広」

(扇)に ついての情報に着目させる。

◎その情報の曖昧さを確認させる。

◆論理展開を読みとることができたか。

◎ 「地紙 よ く」 とい う情報か ら思い浮かぶ物 を多

くあげさせ る。身近な物 か ら見つけ させ る。多 く

が消去 され ることを、見て分かるように板書する。

◎古典教材からの発展学習であることを意識させ

るために、『狂言記』「末広が り」 を分担読み した

時のグループで活動 させる。

◆グループ内で活発な話合いが行われているか。

◎問題点の指摘は、事例本文中の該当箇所の指摘

のみに終わらないよう、その理由も記入させる。

◆事例の情報を的確に判断し考察 しているか。

(3>評 価 の観点

① 『狂言記』「末広 が り」の内容 を現代文の読みに応用す るこ とがで きたか。

② 情 報 を的確 に判断 し、問題点 を指摘す ることがで きたか。
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8.生 徒 の学 習状況

(1)第1次

『狂言記 』「末広が り」の文章の長 さに抵抗 を感 じた り、狂R独 特 の言 い回 しや会 話 文

か ら難 しい と考えた りする生徒 もいたが 、グループ単位の音読 を通 じて、調子 の良 さや リ

ズムに な じんでいった。現代 に も引 き継が れている京言葉の語尾や若者言葉 が文中に散 在

してい ることを発 見 し、古語 と現代語 とのつ なが りを意識で きた。 また、情報 に翻 弄 され

て しま う話 は、現代 社会 にも通 じる ことなので、身近 な話題 と して読 む ことがで きた。

〈生徒 の学習 プ リン ト記入例〉
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(2)第2次

「情 報 が 少 ない 」 こ と と 「情 報 に解 釈 の余 地 が あ る」 こ とか ら、 誤 解 や 不 都 合 が 生 じる

こ とを 、 『狂 言 記 』 「末 広 が り」 か ら読 み取 り、現 代 文 に応 用 して い った 。予 備 校 の 生 徒 募

集 の パ ン フ レッ トや 不 要 品 販 売 の事 例 で は 、 自分 た ち に も関 係 が あ る身 近 な問 題 と して 考

え る こ とが で きた 。 また 、 イ ン タ ー ネ ッ トや小 説 の事 例 で は 、臨 場 感 や 、登 場 人 物 の 心 理
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を読 み取 る ことがで きた。 グループで問題点 を指摘 し読み取 る活動 の中で、互 いの着 眼点

の違いや、問題意識の持 ち方の違い を知 り、視野 を広げ ることがで きた。

問題点への対策や善後策 を調べ るため、法律 関係 ・心理学関係の本 を中心 に調 査 した。

グループで協力 して、必要 な情報 を収集す ることが で きた。 また、家庭 で インター ネ ッ ト

を活用 した者 もいたが、情報量が多 く的確 に選択す るのに苦労 していた。

(3)第3次

第2次 で取 りあげた事例 ごとに、予防策 ・善後策 を一覧に して張 り出 し、互 いに読 み合

い、感想 を話 し合 った。全 員がすべ ての事例 に 目を通 しているので、課題が共有 で き、他

の グループの成果 との比較がで きた。その結果 、自分 たちの調査結果 の妥 当性 を確認 で き

た。 また 、同 じ文献 を取 り上げた場合 で も、引用部分が異なった り、同一引用部分で も違っ

た解釈 に接 して 、 自分 たちの調査結果の見直 しや 、再確認がで きた。

9.考 察

(1)成 果

① これ まで活 字になる とすべ て信 じ込んで しまう傾 向にあ る生徒が、文章 を批判的 に読

める ようになった。

② 文章を客観 的 に読 もうとす る姿勢が見 られ るようになった。

③ 『狂言記 』「末広が り」の発展学習 として善後策 ・予防策 を考 える うち に、 普段 進 ん

で読む ことの ない、様々な文章を読 む必要性 に、生徒 自身気付 くこ とがで きた。

④ 『狂言記』「末広 が り」の学習か ら、古 典の世 界で も現代 の ような情 報 の活 用 の仕方

があ ることが分 か り、自分たちの生活 を見直す ことがで きた。

⑤ 調べ た結果 を他 のグループの結果 と照 らし合 わせ ることがで きた。同 じ資料 を参 照 し

て いて も、違 う箇所が引用 されている ことや、取 り上げ方が異なる こともあった。 そ こ

か ら、資料の精査 や精読の必要性 を感 じる ことがで きた。

(2)今 後 の課題

① 古典 と現代文 の両方 を同 じ単元で扱 える ような教材の収集 をす るため には、い ろい ろ

なジ ャンルにわたる読書体験が必要 となる。それには、指導者個人の研修 を基盤 として、

よ り広い情報収 集が必要 である。

② 教材 を選ぶ時の提 示の仕方 につ いて は、生徒 は、○○%・ ○割 とい うような数値 や表

や グラフについて、あ ま り検討 を加 えず、その まま信頼 してい る場合が多い。数値 化 さ

れてい る対象 についての知識 や理解 を深め、数値や表 やグラフの引用 されてい る意 図 の

読み取 りや、その信頼性 の確 認についての意識 をさらに高 める必要が ある。

③ 学校図書館 を有効 に活用するため、司書教諭及び学校図書館 司書 との連携 を よ りい っ

そ う進め る必要が ある。年間指導計画やその単元の指導案 を提示 し、必要 な資料 の準 備

に生かす こ とがで きるような配慮が必要 である。

④ 生徒が インターネ ッ トで資料検索 を行 うようになった現在、情報 リテ ラシーの育成 に

つ いて も、これか らの課題 と して必要である。著作権の尊重や、有害情報 に対する指導 、

併せ て、 コンピュー タウ ィルスを持 ち込 まない検索の仕方や、人権 に対す る意識や 配慮

な どの情報倫理 に関する指導 を行 ってい く必要性が ある。
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IVま とめ と今後 の課題

1研 究の まとめ

今年度私 たちは、情報の活用 を通 じ、社会 人 として必要 とされる言語 能力の基礎 の育成 を

図 るため 、実態 の調査 と指導法の研究 を し、授業 を実践 して きた。社会 の変化 に適応 す る力

を身 に付 けて い くため には、特 に論理的に考 える能力が必要である とい う考えの もとに授業

を展開 した。論理的思考 を形成する には、生徒個人の もとに蓄積 された情報 では不十分 なの

で、各分科会で はよ り広 く情報 を活用 させ る工夫 を考 え、授業 に取 り入 れた。

「話す こ と ・聞 くこ と」の領域 では、話題 を共有で きる身近 な題材 について、グルー プ ご

とに必要 な情報 を取材 し、自分たちの主張 を相手 に伝 えるため、論理 的な構成 を工夫 し、発

表す る学習 を展 開 した。聞 き手は、相手 の話 をメモ を取 りなが ら的確 に聞 き取 り、 自分 の 意

見 を形成す るための参考 にす る。 この一連 の授業 を通 じ、公的な場 で話 す ときの効果 的 な構

成の作 り方や聞 き方 を学習す ることがで きた。

「書 くこと」の領域で は、生徒 の経験が 、文学的文章や 自己の体験や心 の動 きを書 くこ と

に偏ってい る実態 を考慮 し、論理性 のある文章 を書かせる ことを 目指 した。ワークシー トに

記 入する ことによって、論 理的文 章に抵抗感のあ る生徒 も自牙 の意見 を筋道 を立 てて書 くこ

とがで きた。 また、完成 した作 品を回覧板形式で発信するこ とによ り、相手や場 に応 じた表

現 の工 夫の必要性 も学ぶ ことがで きた。

「読む こと」の領域では、『狂言記』 か ら、対話に含 まれる論の進め方 を読み取 り、その

内容 を活用 し、現 代の事例の情報 を批判 しなが ら読むことに応用 していった。パ ンフレット ・

体験談 ・掲 示物 ・小 説 と様々な文章 を読 んでい く中で、情報 を活用す る方法 を学び、古 典世

界 と現代社 会の連続性 を学ぶ こ とがで きた。

これ らの学習 を通 して、生徒 たちは、論理的 に考える中で、話 し ・聞 き、書 き、読 む こ と

が 、社 会人 と して様 々な場面で必要 になって くる能力 であるこ とに気付い た。そ して 、情 報

を有効 に活用 し自分 の思考 や意見 を構城 す ることの必要性 と、その効果的 な方法 を学ぶ こ と

がで きた。

2今 後の課題

(1)グ ループ単位 の学習 をす る ときの、構 成する生徒個人個人の能力の向上 と、意欲関心 の

持続 と、発表の効率 につ いてさ らに研 究 を進めて行 く必要があ る。

② 情報通信網の一般社会への普 及はめ ざま しい ものがあ る。生徒 の提出 した課題 もそ こか

ら得 た情報 を基 に した ものが多 くなって きている。指導者 はそれ らに対す る評価 の方 法 を

考 え、生徒の情報 に対す る信頼性 を見分ける 目や断片的 な情報 を統 合す る技術 を育成す る

必要があ る。

(3)各 学校の情報セ ンターであ る学校図書館 との連携 を密 に して、指導計画の中 に図書館 の

利用 を位置付 け、情報活用 にかかわ る指導 を充実す る必要があ る。併せて、地域 の図書 館

や博 物館 ・資料館 な ど、学校外の施設の資 料 を活用す る習慣 を身 に付け させ るための指 導

法の工夫が、 これか らの生涯学習の基礎 として望 まれ る。
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